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紅
葉
も
終
わ
り

に
近
づ
い
た
11
月

初
旬
、
妙
高
高
原

を
訪
れ
た
。
阪
神

間
か
ら
は
新
幹
線

で
名
古
屋
へ
、
中
央
線
の
特
急

「
し
な
の
」
で
長
野
へ
、
信
越

線
に
乗
り
換
え
て
５
時
間
半
か

か
っ
て
妙
高
高
原
駅
に
到
着
。

車
窓
の
紅
葉
を
満
喫
し
た
。
50

年
前
、
新
婚
旅
行
で
泊
ま
り
損

ね
た
「
Ａ
」
ホ
テ
ル
の
宿
泊
券

が
当
た
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
に
連
れ
て
き
て
や
る
よ
と

言
っ
た
連
れ
合
い
は
、
約
束
を

果
た
す
こ
と
な
く
逝
っ
た
▼
妙

高
は
紅
葉
も
終
わ
り
、
初
冠
雪

の
痕
も
残
り
、
展
望
台
へ
の
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
も
運
転
中
止
、
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
も
駄
目
。
熊
が
下

り
て
き
て
い
る
の
で
要
注
意
と

の
こ
と
。
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
ま

で
の
オ
フ
の
期
間
だ
っ
た
が
、

ホ
テ
ル
の
客
は
結
構
多
か
っ
た

▼
無
料
の
１
泊
に
、
２
泊
目
は

露
天
風
呂
付
の
ス
イ
ー
ト
を
と

り
、
母
娘
並
ん
で
エ
ス
テ
を
し

て
の
ん
び
り
過
ご
す
こ
と
に
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
翌
日
の
夕
方

の
エ
ス
テ
ま
で
の
時
間
を
、
長

野
の
小
布
施
と
い
う
町
で
開
催

さ
れ
て
い
る
北
斎
の
展
覧
会
を

観
て
、
名
物
の
栗
お
こ
わ
を
食

べ
る
こ
と
に
決
め
て
か
ら
、
忙

し
い
１
日
に
な
っ
た
。
単
線
の

信
越
線
で
長
野
へ
行
き
、
長
野

鉄
道
で
小
布
施
ま
で
往
復
３
時

間
。
勧
め
て
く
れ
た
ホ
テ
ル
の

従
業
員
も
驚
く
早
業
だ
っ
た
▼

鉄
道
を
使
う
長
い
旅
だ
っ
た

が
、
大
満
足
。
ホ
テ
ル
の
接
客

の
良
さ
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
は
か
く

あ
る
べ
き
と
思
っ
た
。
和
洋
い

ず
れ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
食
事
も

美
味
だ
っ
た
。
何
も
な
い
時
期

に
客
を
集
め
ら
れ
る
営
業
の
基

本
を
見
た
思
い
が
す
る
。
都
会

の
一
流
ホ
テ
ル
で
も
手
抜
き
が

目
立
つ
こ
の
頃
、
地
方
の
ホ
テ

ル
こ
そ
、
心
を
つ
な
ぐ
真
の
サ

ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
し
て
不
況
を

克
服
し
て
ほ
し
い
。 

（
硝
子
）
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総選挙特集 　開業医の重点要求（案）

日常診療経験交流会　参加記

評議員会で重点課題、決議を承認

第
82
回
評
議
員
会　
消
費
税
増
税
撤
回
な
ど
決
議

い
の
ち
守
る
政
治
へ

い
の
ち
守
る
政
治
へ

　

協
会
は
11
月
18
日
に
第
82
回
評
議
員
会
・
臨
時
決
算
総
会

・
第
35
回
共
済
制
度
委
員
会
を
開
催
。
評
議
員
ら
１
０
２
人

が
参
加
し
、
12
年
度
前
半
期
会
務
報
告
と
後
半
期
の
重
点
、

11
年
度
決
算
を
承
認
し
、
診
療
報
酬
の
不
合
理
是
正
と
大
幅

プ
ラ
ス
改
定
の
実
現
、
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
と
消
費

税
増
税
法
を
実
施
し
な
い
こ
と
、
県
立
こ
ど
も
病
院
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
撤
回
な
ど
を
求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
。

三
井
生
命
保
険
の
中
島
拓
之
取
締
役
専
務
が
金
融
情
勢
を
特

別
報
告
し
、
作
家
・
経
済
評
論
家
の
三
橋
貴
明
氏
が
特
別
講

演
を
行
っ
た
。（
12
月
15
日
号
に
発
言
要
旨
・
決
議
全
文
）

　

池
内
春
樹
理
事
長
は
開
会
あ

い
さ
つ
で
、「
国
会
が
解
散
し

12
月
16
日
投
票
で
総
選
挙
が
行

わ
れ
る
。
民
主
党
の
三
年
間
の

総
括
が
必
要
。
少
子
高
齢
の
現

代
、
社
会
保
障
の
充
実
の
た
め

に
は
経
済
が
活
性
化
し
て
国
民

所
得
が
上
が
り
、
税
収
が
増
加

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た

め
に
は
世
界
が
平
和
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」「
歴
史
に
学

び
、
日
本
国
憲
法
前
文
を
外
交

方
針
の
基
本
と
し
世
界
中
の
国

々
と
是
々
非
々
で
対
等
に
交
渉

す
る
日
本
を
め
ざ
そ
う
」
と
述

べ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
、
脱
原
発
、

消
費
税
反
対
な
ど
を
訴
え
た
。

　

武
村
副
理
事
長
は
会
務
報
告

で
、
消
費
税
増
税
・
社
会
保
障

制
度
改
革
推
進
法
を
成
立
さ
せ

た
民
自
公
に
国
民
の
厳
し
い
審

判
を
下
す
た
め
、
世
論
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
強
調
。

ま
た
後
半
期
の
重
点
課
題
と
し

て
、
被
災
者
へ
の
公
的
支
援
、

消
費
税
増
税
の
実
施
阻
止
、
医

療
費
の
総
枠
拡
大
、
社
会
保
障

拡
充
、
憲
法
と
平
和
を
守
る
運

動
に
国
民
・
団
体
と
共
同
し
、

力
を
つ
く
す
こ
と
を
提
案
し

た
。

　

質
疑
応
答
・
討
論
で
は
、
こ

ど
も
病
院
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

移
転
反
対
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

撤
回
、
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
の
実
現
、
原
発
ゼ
ロ
・
エ

消
費
税
増
税
・
推
進
法
は
廃
止
に

11
月
15
日
、
保
団
連
中
央
要

請
行
動
が
行
わ
れ
、
兵
庫
か
ら

は
武
村
義
人
副
理
事
長
（
保
団

連
副
会
長
）、
加
藤
隆
久
理

事
、
船
原
隆
行
評
議
員
な
ど
８

人
が
参
加
し
た
。

　

院
内
集
会
が
開
催
さ
れ
、

「
高
す
ぎ
る
国
保
料
を
下
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
ま
だ
消

費
税
増
税
は
決
ま
っ
た
わ
け
で

は
な
い
」
と
、
総
選
挙
に
向
け

た
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

地
元
議
員
要
請
で
は
、
田
中

康
夫
（
新
党
日
本
）、
岡
田
康

裕
（
民
主
党
）
両
衆
議
院
議

員
、
石
井
一
（
民
主
党
）、
山

下
芳
生
（
日
本
共
産
党
）
両
参

議
院
議
員
に
面
会
し
、
70
〜
74

歳
の
窓
口
負
担
の
２
割
へ
の
引

き
上
げ
反
対
、
消
費
税
増
税
と

社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
の

廃
止
、
県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
計
画
撤

回
な
ど
を
要
請
し
た
。

　

田
中
氏
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の

立
場
を
明
確
に
し
、
患
者
負
担

軽
減
で
も
請
願
署
名
の
紹
介
議

員
に
な
る
と
述
べ
た
。
岡
田
氏

は
、
窓
口
負
担
軽
減
は
税
収
が

確
保
さ
れ
な
い
限
り
難
し
い
と

し
な
が
ら
も
、
消
費
税
増
税
の

タ
イ
ミ
ン
グ
が
今
な
の
か
は
疑

問
で
あ
る
と
述
べ
た
。
石
井
氏

は
、
窓
口
負
担
の
引
き
上
げ
に

反
対
の
姿
勢
を
示
し
た
。
こ
ど

も
病
院
の
移
転
計
画
に
つ
い
て

国
会
質
問
を
行
っ
た
山
下
氏

は
、
災
害
時
の
医
療
機
関
の
重

要
性
な
ど
、
医
療
分
野
か
ら
も

こ
の
３
年
間
を
問
う
選
挙
に
な

る
と
述
べ
た
。

高
点
数
指
導
や
め
よ

　

同
日
行
わ
れ
た
厚
労
省
交
渉

に
は
武
村
副
理
事
長
が
参
加

し
、
医
療
指
導
監
査
室
、
保
険

局
医
療
課
に
「
高
点
数
へ
の
指

導
を
や
め
よ
」
な
ど
指
導
・
監

査
に
関
す
る
要
請
を
行
っ
た
。

　

し
か
し
、
政

府
は
国
民
の
声

に
耳
を
貸
さ

ず
、
活
断
層
の

存
在
の
可
能
性

が
濃
厚
な
大
飯

原
発
の
再
稼
働

を
決
め
、
大
間

原
発
の
建
設
を

再
開
さ
せ
ま
し

た
。
発
電
コ
ス
ト
が
安
い
と
詐

欺
的
な
喧
伝
を
し
、
電
力
料
金

値
上
げ
と
脅
迫
し
、
停
止
中
の

原
発
の
再
開
、
新
規
建
設
を
画

策
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
情
勢
を
受
け
、
協

会
・
保
団
連
は
、「
た
だ
ち
に

原
発
ゼ
ロ
を
求
め
る
」
請
願
署

名
に
取
り
組
み
ま
す
。
要
請
項

目
は
、
①
大
飯
原
発
を
停
止

し
、
た
だ
ち
に
「
原
発
ゼ
ロ
」

を
実
現
、
②
原
発
か
ら
の
撤
退

を
決
断
し
、
再
稼
働
・
新
増
設

を
禁
止
の
２
点
で
す
。

　

署
名
用
紙
は
月
刊
保
団
連
12

月
号
に
同
封
し
、
12
月
半
ば
頃

お
届
け
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

署
名
用
紙
の
追
加
注
文
は
、

☎
078―

393―

１
８
０
７
ま
で
。

い
小
化
し
、
放
射
能
被
害
の
因

果
関
係
を
ご
ま
か
す
よ
う
な
こ

と
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
故
は
、
政
府
が
安
全
対
策

を
放
置
し
、
政
府
・
官
僚
・
財

界
・
御
用
学
者
が
一
体
と
な
っ

て
利
益
共
同
体
を
つ
く
り
、
国

民
を
欺
い
て
き
た
結
果
で
す
。

原
子
力
は
い
ま
だ
人
智
の
及
ば

ぬ
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

福
島
の
事
故
の
結
果
を
目
の

当
た
り
に
し
た
国
民
が
求
め
て

い
る
の
は
「
原
発
ゼ
ロ
」
で

す
。
政
府
が
今
夏
に
実
施
し
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、

８
割
が
原
発
の
「
即
時
ゼ
ロ
」

を
求
め
て
い
ま
し
た
。
首
相
官

邸
前
で
脱
原
発
を
訴
え
る
行
動

は
、
４
月
６
日
以
来
、
毎
週
数

万
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
で
は
、

大
量
の
放
射
性
物
質
が
放
出
さ

れ
ま
し
た
。
放
射
線
に
よ
る
健

康
被
害
の
多
く
は
被
ば
く
か
ら

10
年
、
20
年
の
時
を
経
て
、
少

な
い
被
曝
量
で
も
確
率
的
影
響

・
晩
発
性
障
害
と
し
て
後
に

癌
、
身
体
加
齢
促
進
症
状
・
成

人
病
な
ど
と
し
て
現
れ
ま
す
。

　

政
府
、
東
京
電
力
は
事
故
の

真
相
を
ひ
た
隠
し
、
放
射
能
汚

染
の
実
態
も
正
確
に
は
公
表
せ

ず
、
除
染
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗

装
の
上
に
放
射
能
測
定
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
装
置
を
設
置
す
る
な
ど

し
て
放
射
能
汚
染
の
現
況
を
わ

署
名
用
紙

環境・公害対策部長　　森岡　芳雄

ただちに「原発ゼロ」
署名にご協力を　　

ネ
ル
ギ
ー
政
策
転
換
、
支
部
活

動
の
紹
介
な
ど
の
べ
16
氏
が
発

言
し
た
。

　

第
35
回
共
済
制
度
委
員
会
で

は
、
共
済
事
業
報
告
お
よ
び
事

業
計
画
案
が
報
告
さ
れ
、
三
井

生
命
保
険
株
式
会
社
取
締
役
専

務
執
行
役
員
の
中
島
拓
之
氏
が

「
生
保
業
界
は
金
融
情
勢
を
ど

う
読
ん
で
い
る
か
」
を
テ
ー
マ

に
特
別
報
告
を
行
っ
た
。

三
橋
貴
明
氏
が

特
別
講
演

　

特
別
講
演
は
、「
日
本
経
済

を
殺
し
た
真
犯
人
は
誰
だ
!?
」

と
題
し
、
作
家
・
経
済
評
論
家

の
三
橋
貴
明
氏
が
行
っ
た
。

　

三
橋
氏
は
、
国
民
所
得
を
増

や
す
こ
と
が
経
済
の
活
性
化
に

必
要
だ
と
し
て
、
日
本
経
済
を

殺
し
た
犯
人
は
新
古
典
派
経
済

学
者
で
あ
る
と
指
摘
。
政
府
が

進
め
て
い
る
規
制
緩
和
や
民
営

化
、
消
費
税
増
税
は
、
需
要
を

奪
い
デ
フ
レ
を
進
行
さ
せ
、
経

済
を
さ
ら
に
冷
え
込
ま
せ
る
も

の
で
あ
る
と
批
判
し
、
医
療
や

介
護
な
ど
の
国
の
イ
ン
フ
ラ
に

対
す
る
財
政
支
出
を
増
や
す
べ

き
と
訴
え
た
。

①
新
規
個
別
指
導
の
是
正
を
求
め
厚
労
省
（
左
）
に
要
請
書
を
手
渡
す
武
村
副
理
事
長
（
右
）。
②
〜
⑤
加
藤
理
事
（
②
右
２
人
目
）・
船
原
評
議
員

（
②
右
端
）
が
石
井
参
院
議
員
（
②
左
）、
岡
田
衆
院
議
員
（
③
左
）、
田
中
衆
院
議
員
（
④
左
）、
山
下
参
院
議
員
（
⑤
左
）
に
要
請
し
た 　
　
　

国 会 行 動
厚労省交渉

新年号　投稿募集
テーマ　 ①iPS細胞に関連し

て　②自由題
字　数　600字以内
締　切　12月５日（水）必着
送り方　 メ ー ル nishio@

doc-net .o r . jp、
FAX 078-393-1802

①

②

③

④

⑤
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会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

宮
本　

保
義
先
生

中
央
区　

産
婦
人
科

10
月
24
日　

享
年
88
歳

　

12
月
の
総
選
挙
に
向
け
て
、

政
策
部
で
確
認
さ
れ
た
「
２
０

１
２
年
総
選
挙
に
あ
た
っ
て
の

開
業
保
険
医
の
重
点
要
求

（
案
）」
を
発
表
す
る
。

　

今
次
総
選
挙
に
あ
た
り
、
地

域
医
療
崩
壊
を
招
く
患
者
負
担

増
、
社
会
保
障
費
削
減
、
医
療

へ
の
市
場
原
理
の
持
ち
込
み
を

進
め
る
新
自
由
主
義
的
政
策
か

ら
の
転
換
を
強
く
求
め
る
。

　

前
回
の
総
選
挙
で
民
主
党

は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
「
医
療

費
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並
み
へ
の

引
き
上
げ
」
や
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
廃
止
」「
不
要
不
急

の
大
型
公
共
事
業
の
見
直
し
」

「
在
沖
縄
海
兵
隊
基
地
の
国
外

へ
の
移
転
」
な
ど
を
掲
げ
政
権

交
代
を
果
た
し
た
。
そ
れ
か
ら

３
年
、
民
主
党
政
権
は
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
を
実
行
に
移
す
ど
こ
ろ

か
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
掲
げ

て
い
な
か
っ
た
消
費
税
増
税
、

自
助
と
共
助
を
中
心
と
し
た
あ

り
方
へ
の
社
会
保
障
の
転
換
、

国
民
皆
保
険
制
度
を
壊
す
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
、
世
界
一
危

険
と
い
わ
れ
る
普
天
間
基
地
へ

の
欠
陥
機
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備

容
認
な
ど
を
進
め
て
き
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
対
策

で
は
、
政
府
は
被
災
者
の
一
部

負
担
金
免
除
措
置
を
打
ち
切

り
、
延
長
は
自
治
体
の
努
力
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
多
く
の
復

興
予
算
が
被
災
地
と
は
関
係
の

な
い
不
要
不
急
の
事
業
に
充
て

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
て
お
り
、
ゼ
ネ
コ
ン
優
遇

の
古
い
政
治
と
変
わ
る
と
こ
ろ

が
な
い
。

　

今
、
日
本
の
政
治
に
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
国
民
の
雇

用
、
生
活
を
安
定
さ
せ
、
デ
フ

レ
経
済
か
ら
脱
却
す
る
と
と
も

に
、
平
和
な
世
界
を
つ
く
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
大

企
業
・
大
資
産
家
に
応
分
の
負

担
を
さ
せ
、
社
会
保
障
抑
制
政

策
を
抜
本
的
に
転
換
し
、
医
療

・
社
会
保
障
を
拡
充
す
る
と
と

も
に
、
憲
法
に
基
づ
く
平
和
外

交
を
進
め
る
こ
と
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

個
別
要
求

１
、
医
療
の
改
善
要
求

　

①
国
民
皆
保
険
制
度
に
つ
い

て
、「
原
則

4

4

と
し
て
全
て
の
国

民
が
加
入
す
る
仕
組
み
を
維
持

す
る
」
な
ど
と
し
た
社
会
保
障

制
度
改
革
推
進
法
に
反
対
し
、

国
民
皆
保
険
制
度
を
堅
持
す
る

こ
と
。

　

②
国
と
大
企
業
の
責
任
で
、

医
療
・
社
会
保
障
給
付
の
水
準

を
他
の
先
進
国
並
に
引
き
上
げ

る
こ
と
。

　

③
医
師
、
助
産
師
、
看
護
師

な
ど
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
を
解
決

す
る
こ
と
。

　

④
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
窓

口
負
担
２
割
へ
の
引
き
上
げ
や

受
診
時
定
額
負
担
導
入
を
や

め
、
窓
口
負
担
を
現
役
世
代
は

せ
め
て
２
割
、
子
ど
も
と
高
齢

者
は
無
料
へ
大
幅
に
軽
減
す
る

こ
と
。

　

⑤
診
療
報
酬
を
抜
本
的
に
引

き
上
げ
る
こ
と
。
入
院
患
者
の

他
医
療
機
関
受
診
制
限
や
介
護

療
養
病
床
の
廃
止
計
画
を
撤
回

す
る
こ
と
。

　

⑥
歯
科
医
療
危
機
の
打
開
に

ふ
さ
わ
し
い
歯
科
診
療
報
酬
の

大
幅
引
き
上
げ
、
保
険
範
囲
の

拡
充
を
行
う
こ
と
。

　

⑦
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を

廃
止
し
、
老
人
保
健
制
度
を
充

実
さ
せ
高
齢
者
医
療
を
手
厚
く

す
る
こ
と
。

　

⑧
混
合
診
療
の
拡
大
を
や

め
、
安
全
性
が
確
立
し
普
及
し

て
い
る
も
の
は
保
険
給
付
を
認

め
る
こ
と
。

　

⑨
高
す
ぎ
る
国
保
保
険
料
を

引
き
下
げ
、
短
期
保
険
証
や
資

格
証
明
書
の
発
行
を
や
め
る
こ

と
。

　

⑩
日
本
の
国
民
皆
保
険
制
度

を
壊
し
、
ア
メ
リ
カ
型
の
医
療

を
日
本
に
持
ち
込
む
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

参
加
し
な
い
こ
と
。

　

⑪
生
活
保
護
制
度
の
改
悪
を

や
め
、
他
の
先
進
諸
国
並
み
に

補
足
率
と
給
付
水
準
を
高
め
る

こ
と
。

　

⑫
介
護
報
酬
を
抜
本
的
に
引

き
上
げ
、
要
介
護
認
定
の
基
準

に
し
た
消
費
税
の
増
税
を
や
め

る
こ
と
。
医
療
と
生
活
必
需
品

に
か
か
わ
る
消
費
税
に
は
、
ゼ

ロ
税
率
を
適
用
す
る
こ
と
。

　

②
無
駄
な
大
型
公
共
事
業
や

防
衛
予
算
な
ど
、
税
金
の
使
い

方
を
見
直
し
、
社
会
保
障
へ
の

公
費
負
担
を
拡
充
す
る
こ
と
。

　

③
大
企
業
に
よ
る
雇
用
破
壊

・
賃
金
抑
制
を
や
め
さ
せ
る
こ

と
。
大
企
業
優
遇
税
制
を
や
め

る
こ
と
。

　

④
証
券
優
遇
税
制
な
ど
を
や

め
、
富
裕
層
に
応
分
の
負
担
を

求
め
る
こ
と
。

４
、
原
発
ゼ
ロ
を

　
　

め
ざ
す
要
求

　

①
再
稼
働
し
た
原
発
を
停
止

し
、
原
発
ゼ
ロ
へ
の
政
府
方
針

を
明
確
に
す
る
こ
と
。
原
子
力

規
制
委
員
会
を
透
明
か
つ
公
平

・
民
主
的
な
機
関
と
し
て
確
立

す
る
こ
と
。

５
、
反
核
・
平
和
と

　
　

民
主
主
義
の
要
求

　

①
憲
法
９
条
を
守
る
こ
と
。

改
憲
手
続
法
は
欠
陥
法
で
あ

り
、
撤
廃
す
る
こ
と
。

　

②
非
核
３
原
則
を
法
制
化

し
、
核
廃
絶
の
た
め
に
世
界
の

先
頭
に
た
つ
こ
と
。

　

③
民
意
を
ゆ
が
め
る
比
例
代

表
定
数
の
削
減
を
し
な
い
こ

と
。

　

④
オ
ス
プ
レ
イ
の
沖
縄
配
備

と
日
本
全
国
で
の
飛
行
訓
練
を

や
め
さ
せ
る
こ
と
。

　

⑤
沖
縄
県
民
の
生
活
を
脅
か

す
普
天
間
基
地
を
撤
去
す
る
こ

と
。

　

「
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
に

対
す
る
先
生
の
評
価
は
」
と
の

問
い
に
は
「
満
足
で
も
不
満
で

も
な
い
」
と
答
え
た
会
員
が
全

体
で
43
・
７
％
（
医
科
43
・
５

％
、
歯
科
44
・
２
％
）
と
最
も

多
く
、「
不
満
」
が
37
・
７
％

（
医
科
40
・
９
％
、
歯
科
30
・

８
％
）、「
大
い
に
不
満
」
が
６

・
６
％
（
医
科
６
・
１
％
、
歯

て
い
る
（
図
１
）。

　

時
系
列
で
見
る
と
「
お
お
い

に
不
満
」
と
「
不
満
」
を
足
し

た
回
答
数
は
00
年
調
査
で
57
・

８
％
、
以
降
89
・
１
％
（
02

年
）、
72
・
５
％
（
04
年
）、
85

・
８
％
（
06
年
）、
78
・
５
％

（
08
年
）、
70
・
４
％
（
10

年
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

「
改
定
前
と
比
べ
て
請
求
額

は
変
わ
り
ま
し
た
か
」
と
の
質

問
に
は
「
変
わ
ら
な
い
」
と
答

え
た
会
員
が
全
体
で
55
・
１
％

（
医
科
49
・
６
％
、
歯
科
67
・

３
％
）
と
最
も
多
く
「
や
や
マ

イ
ナ
ス
」（
全
体
28
・
１
％
、

医
科
33
・
０
％
、
歯
科
17
・
３

％
）、「
や
や
プ
ラ

ス
」（
全
体
４
・

２
％
、
医
科
４
・

４
％
、
歯
科
３
・

９
％
）、「
か
な
り

マ
イ
ナ
ス
」（
全

体
３
・
６
％
、
医

科
３
・
５
％
、
歯

科
３
・
９
％
）
と

続
い
て
い
る
（
図

２
）。

　

時
系
列
で
見
る

と
「
か
な
り
マ
イ

ナ
ス
」
と
「
や
や

マ
イ
ナ
ス
」
を
足

し
た
回
答
数
は
00

年
調
査
で
43
・
２

％
、
以
降
81
・
４
％（
02
年
）、

58
・
９
％
（
04
年
）、
81
・
１

％
（
06
年
）、
71
・
８
％
（
08

年
）、
60
・
５
％
（
10
年
）
と

な
っ
て
い
る
。

　

診
療
報
酬
改
定
に
対
す
る
評

価
は
こ
れ
ま
で
、
お
お
む
ね
改

定
率
に
対
応
し
て
い
る
。
今
回

「
お
お
い
に
不
満
」
と
「
不

満
」
を
足
し
た
回
答
数
が
44
・

３
％
と
極
端
に
少
な
く
な
っ
て

い
る
の
は
、
公
称
０
・
０
０
４

％
の
プ
ラ
ス
改
定
と
き
わ
め
て

小
幅
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
実

際
の
請
求
額
が
「
か
な
り
マ
イ

ナ
ス
」
や
「
や
や
マ
イ
ナ
ス
」

に
な
っ
た
医
療
機
関
が
大
幅
に

減
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

捗
状
況
が
決
し
て
は
か
ば
か

し
く
な
い
中
、〝
何
で
も
復

興
資
金
〞
な
ど
と
い
う
見
出

し
が
新
聞
な
ど
で
目
に
つ

く
。
最
も
困
っ
て
い
る
被
災

者
の
生
活
再
建
に
は
予
算
が

回
ら
ず
、
財
政
緊
縮
と
言
い

な
が
ら
大
企
業
・
省
庁
関
連

へ
の
出
費
は
潤
沢
に
行
わ
れ

て
い
る
。

　

思
い
起
こ
す
と
18
年
前
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
折
に

も
似
た
よ
う
な
こ
と
が
起
き

た
。
神
戸
市
の
震
災
関
連
事

業
費
２
兆
３
６
８
３
億
円
の

う
ち
、
被
災
者
個
人
に
対
す

る
生
活
支
援
は
わ
ず
か
８

％
。
復
興
対
策
と
し
て
、
区

画
整
理
・
再
開
発
東
部
新
都

心
整
備
な
ど
の
都
市
計
画
に

使
わ
れ
る
な
ど
、
や
は
り
困

窮
す
る
被
災
者
は
後
回
し
と

な
り
、
震
災
関
連
予
算
の
多

く
が
大
型
開
発
事
業
に
多
々

　

東
日
本
大
震

災
か
ら
１
年
半

以
上
が
過
ぎ

た
。
現
地
の
復

旧
・
復
興
の
進

ろ
う
と
し
て
い
る
。
資
金
流

用
は
道
義
的
に
も
言
語
道
断

で
あ
る
が
、
今
回
、
マ
ス
コ

ミ
の
対
応
が
変
化
し
た
こ
と

は
注
目
し
た
い
。

復
興
基
本
法
の

改
正
を

　

今
回
、
再
び
復
興
資
金
の

流
用
が
平
然
と
行
わ
れ
た
の

議
員
の
責
務
で
あ
り
、
権
利

で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
ご
と

く
で
あ
る
が
、
法
律
の
原
文

（
案
）
は
、
ま
ず
官
僚
が
用

意
を
す
る
。
ま
っ
と
う
な
政

府
な
ら
ば
、
被
災
者
の
復
興

の
助
け
に
な
ら
な
い
よ
う
な

法
案
は
絶
対
に
採
用
し
な

い
。

　

し
か
し
、
当
時
の
菅
民
主

党
政
権
は
被
災
者
の
立
場
に

立
た
ず
、
官
僚
の
作
文
の
ま

ま
法
案
を
成
立
さ
せ
た
。
官

僚
主
導
と
揶
揄
さ
れ
る
所
以

で
あ
る
。
そ
し
て
野
田
政
権

に
お
い
て
、
復
興
と
は
直
接

関
係
の
な
い
事
業
へ
の
予
算

執
行
が
続
い
て
い
る
。

　

政
府
・
与
党
は
襟
を
正

し
、
復
興
基
本
法
を
改
正
し

て
被
災
地
の
方
々
に
直
接
資

金
が
流
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
再

構
築
し
、
今
か
ら
で
も
速
や

か
な
復
旧
・
復
興
に
全
力
を

尽
く
す
よ
う
強
く
求
め
る
。

　

兵
庫
協
会
は
、
被
災
者
の

医
療
窓
口
負
担
免
除
措
置
の

延
長
を
求
め
国
会
議
員
へ
の

要
請
活
動
、
被
災
地
へ
の
医

療
支
援
な
ど
、
東
日
本
大
震

災
以
降
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
経
験
を
生
か
そ
う
と
、

復
旧
・
復
興
の
た
め
の
活
発

な
運
動
を
継
続
的
に
行
っ
て

き
た
。

　

今
後
も
国
民
と
と
も
に
被

災
者
目
線
で
活
動
を
続
け
る

と
と
も
に
、
来
る
べ
き
総
選

挙
で
も
、
被
災
者
生
活
再
建

の
実
現
を
訴
え
た
い
。

流
用
さ
れ
た
。

　

復
興
予
算
以
外
で
も
、
生

活
に
苦
し
む
被
災
者
や
市
民

の
反
対
を
無
視
し
神
戸
空
港

建
設
を
ゴ
リ
押
し
し
、
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
医
療
産
業

都
市
構
想
に
多
額
の
税
金
を

つ
ぎ
込
ん
だ
。

　

当
時
の
マ
ス
コ
ミ
は
こ
の

事
実
を
ほ
と
ん
ど
報
道
せ

ず
、
事
実
は
う
や
む
や
に
な

は
、
昨
年
６
月
に
東
日
本
大

震
災
復
興
基
本
法
が
国
会
で

可
決
さ
れ
た
こ
と
に
さ
か
の

ぼ
る
。
民
自
公
の
合
意
で
で

き
た
こ
の
法
律
の
一
文
に

「
単
な
る
災
害
復
旧
に
と
ど

ま
ら
な
い
活
力
あ
る
日
本
の

再
生
を
図
る
」
と
あ
る
。
つ

ま
り
、
こ
の
お
か
し
な
事
態

は
「
合
法
」
な
の
だ
。

　

法
案
提
出
は
内
閣
・
国
会
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図１　今回の診療報酬改定に対する先生の評価は

図２　改定前と比べて請求額は変わりましたか

④
診
療
報
酬
・
審
査
対
策　

㊤

会
員
意
見

実
態
調
査
結
果

復興予算の流用

被
災
者
の
生
活
再
建
に
使
え

阪
神
・
淡
路
の
轍
踏
む
の
か

２
０
１
２
年
衆
議
院
選
挙
に
あ
た
っ
て
の

２
０
１
２
年
11
月　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

開
業
保
険
医
の
重
点
要
求

開
業
保
険
医
の
重
点
要
求
（（
案案
））

科
７
・
７
％
）、「
満

足
」
が
６
・
０
％
（
医

科
３
・
５
％
、
歯
科
11

・
５
％
）、「
お
お
い
に

満
足
」
が
１
・
２
％

（
医
科
０
・
９
％
、
歯

科
１
・
９
％
）
と
続
い

改
定
前
と

改
定
前
と「「
変
わ
ら
な
い

変
わ
ら
な
い
」」
5555
％％ を

見
直
す
こ
と
。
利
用
料
負
担

の
軽
減
を
図
る
こ
と
。

　

⑬
医
療
の
公
益
性
を
守
る
事

業
税
非
課
税
措
置
と
、
４
段
階

税
制
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
。

２
、
震
災
復
興
を

　
　

求
め
る
要
求

　

①
東
日
本
大
震
災
の
医
療
費

一
部
負
担
金
免
除
措
置
を
復
興

が
完
了
す
る
ま
で
再
実
施
し
、

全
被
災
医
療
機
関
の
再
建
に
公

的
支
援
を
行
う
こ
と
。

　

②
被
災
地
復
興
に
直
接
関
係

の
な
い
事
業
に
復
興
予
算
を
流

用
す
る
の
を
や
め
、
被
災
者
の

生
活
再
建
に
真
に
役
立
つ
予
算

執
行
を
行
う
こ
と
。

３
、
財
政
構
造
の

　
　

転
換
を
求
め
る
要
求

　

①
社
会
保
障
・
年
金
を
口
実
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協
会
は
11
月
14
日
、
協
会
会

議
室
で
京
都
歯
科
協
会
と
懇
談

を
行
っ
た
。
京
都
歯
科
協
会
か

ら
林
光
一
理
事
長
ら
２
人
、
協

会
か
ら
は
加
藤
擁
一
・
武
村
義

人
両
副
理
事
長
ら
４
人
が
出
席

し
た
。

　

こ
の
懇
談
は
、
京
都
歯
科
協

会
か
ら
「
製
作
技
工
費
を
歯
科

点
数
表
に
新
設
す
る
た
め
に

（
案
）
」
に
つ
い
て
懇
談
の
申

し
入
れ
が
あ
り
開
か
れ
た
も
の

で
、
歯
科
診
療
報
酬
を
大
幅
に

引
き
上
げ
る
運
動
を
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

京
都
歯
科
協
会
か
ら
は
、
歯

科
技
工
物
は
本
来
純
然
た
る
保

険
診
療
の
一
部
で

あ
る
が
、
１
９
８

８
年
厚
生
大
臣
の

７
：
３
告
示
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
歯
科
技
工
料

金
が
市
場
価
格
に

委
ね
ら
れ
た
た
め

歯
科
技
工
士
は
長

時
間
労
働
と
低
賃

金
に
あ
え
い
で
い

る
こ
と
、
歯
科
技

工
士
学
校
の
定
員

が
削
減
さ
れ
る
と

と
も
に
卒
業
し
て

も
就
職
す
る
状
況

に
な
い
な
ど
歯
科

技
工
士
の
将
来
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

説
明
さ
れ
た
。

　

そ
の
た
め
京
都
歯
科
協
会
で

は
、
歯
科
の
低
医
療
費
政
策
を

変
え
る
突
破
口
に
す
る
た
め
製

作
技
工
費
と
製
作
管
理
費
の
項

目
を
新
設
し
て
７
：
３
を
点
数

表
に
明
記
す
る
こ
と
な
ど
を
今

回
提
案
し
た
と
説
明
さ
れ
た
。

　

協
会
側
は
加
藤
副
理
事
長

が
、「
国
民
が
安
心
し
て
歯
科

治
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
重

要
。
問
題
の
根
本
は
診
療
報
酬

が
低
く
抑
え
ら
れ
、
歯
科
医
師

と
歯
科
技
工
士
の
評
価
が
低
い

こ
と
に
あ
る
」「
歯
科
技
工
士

の
将
来
の
危
惧
に
つ
い
て
は
同

じ
認
識
。
歯
科
医
師
の
将
来
に

か
か
わ
る
問
題
だ
」「
歯
科
部

会
で
議
論
し
て
い
き
た
い
」
と

対
応
。
武
村
副
理
事
長
は
「
政

府
は
少
な
い
パ
イ
を
取
り
あ
う

よ
う
に
仕
向
け
て
い
る
が
、
歯

科
医
師
と
歯
科
技
工
士
が
と
も

に
歯
科
医
療
の
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
か
」
と
述
べ
た
。

　

保
団
連
は
11
月
４
日
、
文
化

担
当
者
交
流
会
を
兵
庫
県
保
険

医
協
会
会
議
室
で
開
催
し
、
40

人
が
参
加
し
た
。
文
化
講
演
で

は
、
歴
史
研
究
家
で
「
開
運
！

な
ん
で
も
鑑
定
団
」
鑑
定
士
の

澤
田
平
氏
が
、「
江
戸
時
代
の

医
療
を
ひ
も
と
く
〜
エ
レ
キ
テ

ル
か
ら
ガ
マ
の
油
売
り
ま
で

〜
」
と
題
し
講
演
。
参
加
し
た

福
田
俊
明
先
生
の
感
想
文
を
紹

介
す
る
。

　

２
０
１
２
年
度
保
団
連
文
化

担
当
者
交
流
会
が
、
兵
庫
協
会

が
主
務
と
な
り
開
催
さ
れ
た
。

　

部
会
で
は
次
年
度
の
保
険
医

写
真
展
の
テ
ー
マ
な
ど
が
話
し

合
わ
れ
「
い
ぶ
き
」
と
決
ま
っ

た
。

　

つ
づ
い
て
文
化
活
動
交
流
会

で
は
、
山
本
保
団
連
文
化
部
長

が
、
横
浜
か
ら
粋
な
和
服
姿
で

来
ら
れ
、
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。

そ
の
後
参
加
協
会
か
ら
の
報
告

と
討
論
と
な
っ
た
。

　

文
化
講
演
は
「
開
運
！　

な

ん
で
も
鑑
定
団
」
の
鑑
定
士
、

澤
田
平
氏
。「
江
戸
時
代
の
医

療
を
ひ
も
と
く
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
開
か
れ
た
。

　

会
場
に
は
掛
軸
、
手
術
道

具
、
入
れ
歯
、
絵
図
な
ど
が
か

ざ
ら
れ
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て

い
た
。

　

陣
羽
織
を
身
に
ま
と
い
81
歳

の
澤
田
氏
は
熱
弁
を
ふ
る
わ
れ

た
。
江
戸
時
代
は
現
在
の
医
療

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
が
、
そ

の
時
代
に
お
い
て
鎖
国
中
と
は

い
え
世
界
一
で
は
な
か
っ
た
だ

ろ
う
か
。「
活
殺
」
と
い
う
、

殺
す
道
具
（
技
）・
刀
な
ど

代
の
手
術
道
具
の
鑑
定
も
興
味

津
々
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
大
道
芸
「
ガ
マ
の
油

売
り
」
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

終
了
と
な
っ
た
。

【
三
田
市
・
歯
科

 

福
田　

俊
明
】

と
、
活
か
す
道
具

・
手
術
道
具
な
ど

は
表
裏
一
体
と
い

う
話
が
印
象
的
だ

っ
た
。

　

ま
た
佐
久
間
象

山
が
考
案
し
た
電

気
治
療
機
エ
レ
キ

テ
ル
の
実
験
で

は
、
ビ
ビ
ッ
と
電

流
が
き
て
驚
か
さ

れ
た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
に

通
じ
る
も
の
だ
ろ

う
。

　

加
藤
隆
久
兵
庫

協
会
文
化
部
長
の

家
宝
の
、
江
戸
時

　

大
阪
府
知
事
選
で
、
続
い
て

大
阪
市
長
選
で
、
橋
下
氏
は
大

量
の
票
を
集
め
て
圧
勝
し
た
。

勝
負
は
直
接
選
挙
に
限
る
。
こ

の
手
法
を
こ
れ
か
ら
も
多
用
す

る
。

　

す
べ
て
長
と
名
の
つ
く
も
の

は
公
開
公
募
で
選
ぶ
。
は
じ
め

に
公
募
で
意
に
か
な
う
も
の
を

集
め
て
お
け
ば
後
は
公
開
で
、

意
に
か
な
う
も
の
の
中
か
ら
意

に
か
な
う
も
の
を
選
ぶ
。
こ
ん

な
手
口
で
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

組
織
内
の
秩
序
を
重
視
す
る

組
合
は
反
対
す
る
だ
ろ
う
が
、

始
め
に
、
反
対
勢
力
と
し
て
組

合
を
し
っ
か
り
叩
い
て
お
け
ば

良
い
。

　

政
治
活
動
、
入
れ
墨
、
国
歌

斉
唱
問
題
な
ど
難
癖
を
つ
け
て

散
々
攻
撃
し
て
、
組
合
つ
ぶ
し

も
無
理
な
か
ら
ん
の
共
感
を
市

民
か
ら
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

お
く
。
そ
し
て
、
市
民
の
前
で

ま
と
も
に
は
物
言
え
ぬ
組
合
へ

と
追
い
詰
め
て
お
く
。

　

本
来
な
ら
、
時
に
争
い
時
に

協
調
し
て
大
阪
市
政
を
健
全
に

育
て
て
い
く
関
係
性
に
あ
る
二

つ
の
権
力
機
関
、
大
阪
市
当
局

と
大
阪
市
労
連
（
大
阪
市
職
員

・
従
業
員
・
交
通
・
水
道
・
大

学
・
学
給
労
組
合
の
六
単
組
の

連
合
体
）。

　

合
理
化
な
ど
大
阪
市
行
政
の

諸
課
題
で
組
合
は
当
局
の
無
理

を
き
き
、
組
合
は
当
局
か
ら
合

理
化
の
対
価
を
お
金
で
受
け
と

る
。
こ
ん
な
〝
な
れ
あ
い
〞
の

関
係
を
大
阪
市
行
政
に
お
い

て
、
当
局
の
主
導
の
も
と
、
橋

下
以
前
の
積
年
に
わ
た
り
両
者

は
続
け
て
き
た
。
橋
下
時
代
と

な
っ
て
も
、
そ
こ
に
広
が
る
闇

の
部
分
は
未
だ
手
つ
か
ず
の
ま

ま
で
あ
る
。

　

特
定
部
局
に
不
祥
事
が
多
発

し
た
り
入
れ
墨
が
多
い
事
実
を

知
る
に
つ
け
、
職
員
採
用
人
事

に「
解
同
」の
介
入
が
な
か
っ
た

か
ど
う
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
。

職
員
人
事
を
は
じ
め
と
し
て
行

政
の
諸
問
題
に「
解
同
」の
介
入

は
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
闇
の

部
分
の
解
明
は
、
組
合
叩
き
の

前
に
な
さ
れ
て
当
然
で
あ
る
。

　

労
使
交
渉
を
拒
否
で
き
る
立

場
に
当
局
は
な
い
。
相
手
が
組

合
で
あ
る
以
上
嫌
だ
か
ら
と
言

っ
て
、
当
局
は
絶
対
に
拒
否
で

き
な
い
。

　

そ
れ
を
知
っ
て
か
知
ら
ず

か
、
い
や
十
二
分
に
知
っ
て
い

な
が
ら
組
合
攻
撃
の
悪
態
を
続

け
て
い
る
。
そ
の
限
り
で
、
組

合
が
お
荷
物
に
な
る
日
は
き
っ

と
や
っ
て
く
る
。
自
ら
の
墓
穴

を
掘
る
に
等
し
い
組
合
つ
ぶ
し

の
策
動
を
や
め
て
正
常
な
関
係

性
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
大
阪

市
民
は
望
ん
で
い
る
。〝
な
れ

あ
い
〞
に
と
も
な
う
闇
の
市
政

部
分
の
解
明
と
と
も
に
。

橋
下
徹
氏
の
政
治
手
法
に
つ
い
て
の
研
究　

第
三
部

不
問
に
で
き
ぬ

 

組
合
と
の
蜜
月
の
日
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知

林
光
一
京
都
歯
科
協
会
理
事
長
（
中
央
）
と
懇
談
し
た

加
藤
擁
一
（
右
）、
武
村
義
人
（
左
）
両
副
理
事
長 　

京
都
歯
科
協
会
と
懇
談

歯
科
技
工
技
術
料
の
改
善
を

興
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を
そ
そ
る

江
戸
の
医
療
機
器
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事
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中
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バ
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バ
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高
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マ
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ョ
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（
１
Ｆ
内
科
、

２
Ｆ
透
析
セ
ン
タ
ー
）、
住

居
３
Ｆ
、
第
２
種
住
居
地

域
、
建
築
年
月　

１
９
７
７

年
１
月

◇
面
積　

土
地
面
積
２
１
２

・
93
㎡
（
約
64
・
41
坪
）、

建
築
面
積
３
７
２
・
02
㎡

（
約
１
１
２
・
53
坪
）

◇
募
集
科
目　

各
（
全
）
科

目
可
能

◇
そ
の
他　

関
西
ろ
う
さ
い

病
院
１
・
６
㎞
、
県
立
尼
崎

病
院
移
転
予
定
地
１
・
４
㎞

◇
条
件
等
面
談
あ
り

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
１
７

協
会
・
田
村
ま
で

研究部保険請求
〈医科〉

〈長期投薬加算〉
Ｑ１　特定疾患を主病とする患者に対して、
特定疾患以外の傷病に対する薬剤を28日分以
上投与した場合、特定疾患処方管理加算の長
期投薬加算（65点）が算定できるか。
Ａ１　算定できません。長期投薬加算は、特
定疾患を主病とする患者に対して、その特定
疾患に対する薬剤を１回の処方で28日分以上
処方した場合に対象となります。
　したがって、特定疾患以外の傷病に対する

薬剤を28日以上投与している場合は、長期投
薬加算ではなく、18点の加算を算定すること
になります。
Ｑ２　外用薬のみの処方の場合でも長期投薬
加算を算定できるか。
Ａ２　特定疾患に対する薬剤であれば、外用
薬であっても28日分以上処方している場合は
長期投薬加算が算定できます。
Ｑ３　１日おきに服用する薬剤を14日分投与
した場合であっても、長期投薬加算を算定で
きるか。
Ａ３　算定できます。隔日投与であっても、
特定疾患に対する薬剤で処方期間が28日以上
であれば、長期投薬加算が算定できます。
　なお、この場合、レセプトの摘要欄に隔日
投与で処方期間が28日以上である旨の注記が
望ましいと思います。

歯科特別研究会

がん治療を理解して 安全・安心に行う歯科治療・口腔ケア安全・安心に行う歯科治療・口腔ケア
～がん患者の周術期口腔機能管理を正しく運用するために～

日　時　2013年１月13日（日）14時～　会　場　県学校厚生会館２階大会議室
講　師　静岡県立静岡がんセンター歯科口腔外科部長　大田洋二郎先生

日　時　12月１日（土）16時～18時
会　場　協会会議室
講　師　近畿大学薬学部教授
　　　　松山　賢治先生
参加費　1000円（会員無料）

※ 終了後、薬科部忘年会（要事前申込・
会費5000円）を開催します。

血液作用薬（抗凝固薬・血液作用薬（抗凝固薬・

 抗血小板薬）の薬理と適正使用 抗血小板薬）の薬理と適正使用

薬科部研究会

澤田先生（左端）が復元したエレキテルを体験

―衛生士、看護師の皆様もご参加ください―

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809　本田まで

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1803まで
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質
疑
も
活
発
に
行
わ
れ
た

　

「
五
感
！
六
感
!!
ふ
れ
あ
う

医
療
〜
感
性
を
研
ぎ
す
ま
し

て
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
10

月
28
日
神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
21
回
日

常
診
療
経
験
交
流
会
お
よ
び
プ

レ
企
画
の
参
加
記
を
紹
介
す

る
。

　

恒
例
と
な
っ
た
医
科
・
歯
科

・
薬
科
交
流
企
画
は
、「
抗
凝

固
剤
の
最
近
の
知
見
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
。
県
立
姫
路
循
環
器

病
セ
ン
タ
ー
神
経
内
科
部
長
の

喜
多
也
寸
志
先
生
（
医
科
）、

公
立
学
校
共
済
組
合
近
畿
中
央

病
院
口
腔
外
科
部
長
の
薬
師
寺

登
先
生
（
歯
科
）、
武
庫
川
女

子
大
学
薬
学
部
薬
理
学
Ⅰ
講
座

教
授
の
中
村
一
基
先
生
（
薬

科
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野

の
立
場
か
ら
講
演
さ

れ
た
。

　

は
じ
め
に
中
村
先

生
が
抗
凝
固
剤
の
薬

理
効
果
・
作
用
機

序
、
ヘ
パ
リ
ン
と
ワ

ル
フ
ァ
リ
ン
の
比

較
、
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン

に
替
わ
る
経
口
抗
凝

固
剤
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

　

喜
多
先
生
は
、
新

規
抗
凝
固
剤
は
ワ
ル

フ
ァ
リ
ン
と
同
等
以

上
の
有
効
性
や
安
全

性
が
大
規
模
試
験
で

実
証
さ
れ
て
い
る

が
、
新
規
薬
剤
ご
と

に
投
与
量
や
内
服
回
数
、
併
用

注
意
薬
な
ど
が
異
な
る
こ
と
を

指
摘
し
、
適
正
使
用
と
予
防
し

う
る
合
併
症
の
抑
制
努
力
を
訴

え
た
。

　

薬
師
寺
先
生
は
、
関
係
３
学

会
が
作
成
し
た
抗
血
栓
療
法
患

者
に
お
け
る
歯
科
治
療
の
新
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
ワ
ル

フ
ァ
リ
ン
を
中
断
す
る
こ
と
な

く
適
切
な
止
血
処
置
を
施
し
な

が
ら
行
う
抜
歯
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

　

ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
、
ヘ
パ
リ
ン

な
ど
が
今
ま
で
の
抗
凝
固
剤
で

あ
っ
た
が
、
講
演
で
は
、
リ
バ

ー
ロ
キ
サ
バ
ン
、
エ
ド
キ
サ
バ

ン
、
ア
ピ
キ
サ
バ
ン
、
ダ
ピ
ガ

ト
ラ
ン
な
ど
の
新
し
い
抗
凝
固

剤
使
用
に
お
い
て
、
口
腔
外
科

で
も
予
見
で
き
な
い
症
例
が
報

告
さ
れ
た
。
今
後
の
動
向
を
注

視
願
い
た
い
。

　

兵
庫
保
険
医
新
聞
11
月
５
日

付
１
面
の
日
常
診
速
報
で
「
医

科
・
歯
科
・
薬
科　

垣
根
越
え

交
流
」
と
あ
っ
た
が
、
交
流
企

画
に
参
加
し
た
医
師
・
歯
科
医

師
・
薬
剤
師
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
活

発
な
質
問
が
出
さ
れ
た
。
上
記

３
先
生
方
か
ら
も
「
こ
ん
な
機

会
は
初
め
て
で
、
と
て
も
た
め

に
な
っ
た
」
旨
の
発
言
が
あ

り
、
講
師
同
士
も
医
歯
薬
の
垣

根
を
越
え
た
こ
と
を
紹
介
し
て

お
き
た
い
。

【
中
央
区
・
歯
科　

 

川
西　

敏
雄
】

　

Ａ
１
分
科
会
の
広
川
恵
一
先

生
の
①
「
高
血
圧
症
通
院
者
１

０
０
名
の
３
年
間
の
健
康
管
理

の
検
討
」
に
つ
い
て
鴨
長
明
の

方
丈
記
の
冒
頭
の
一
節
「
ゆ
く

川
の
流
れ
は
絶
へ
ず
し
て
然し

か

も
、
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
、
淀よ

ど

み
に
浮
か
ぶ
泡う

た

沫か
た

は
、
か
つ
消

え
、
か
つ
結
び
て
久
し
く
と
ど

ま
り
た
る
例
し
な
し
。
世
の
中

に
あ
る
人
と
栖

す
み
か

と
、
ま
た
斯か

く

　

畠
中
整
形
外
科
・
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
富
村
英
彰
さ

ん
か
ら
は
、
発
症
か
ら
９
カ
月

経
過
し
た
記
憶
障
害
を
伴
う
対

麻
痺
患
者
に
対
し
て
、
エ
ラ
ー

な
し
の
介
入
方
法
と
実
地
で
の

反
復
練
習
に
よ
り
、
自
宅
か
ら

ス
ー
パ
ー
ま
で
車
椅
子
で
迷
わ

ず
に
往
復
が
可
能
と
な
る
実
践

例
の
発
表
で
し
た
。
主
観
的
幸

福
感
も
向
上
し
生
活
の
質
も
改

善
す
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
取

り
組
み
で
す
。

　

野
村
医
院
の
仲
谷
武
司
さ
ん

か
ら
は
、
リ
ハ
ビ
リ
開
始
前
、

開
始
１
年
目
、
２
年
目
の
３
期

に
分
け
て
考
察
し
、
問
題
点
や

反
省
点
を
あ
げ
て
改
善
へ
と
つ

な
げ
、
今
後
の
展
望
と
課
題
に

い
か
に
取
り
組
む
か
を
考
え
、

地
域
に
根
差
す
医
療
機
関
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
あ
り

方
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
だ

い
と
う
の
宮
岡
直
美
さ
ん
は
、

積
極
的
に
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
に
か

か
わ
っ
て
き
た
大
頭
ク
リ
ニ
ッ

ク
が
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
立
ち
上
げ
、
在
宅
看
取
り
率

が
以
前
の
50
％
か
ら
84
％
に
ま

で
高
め
ら
れ
た
理
由
を
考
察
。

多
職
種
連
携
に
よ
る
十
分
な
ケ

ア
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
看
護
師
の

そ
の
場
に
応
じ
た
適
切
な
病
状

説
明
と
24
時
間
対
応
が
重
要
な

点
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

　

真
星
病
院
の
須
田
順
子
さ
ん

の
発
表
は
、
脳
梗
塞
後
遺
症
に

よ
る
右
片
麻
痺
患
者
さ
ん
へ
の

イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
手
技
の

獲
得
に
向
け
て
の
介
入
例
で

す
。
自
助
具
を
作
製
し
反
復
練

習
を
す
る
こ
と
で
自
己
注
射
が

可
能
と
な
り
、
患
者
、
家
族
と

も
に
積
極
的
な
姿
勢
へ
の
変
化

を
生
ん
だ
良
い
取
り
組
み
で
し

た
。
動
画
が
う
ま
く
動
か
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
（
実
行
委
員

の
一
員
と
し
て
、
重
大
な
反
省

点
で
す
）、
ご
本
人
は
動
ぜ
ず

発
表
を
淡
々
と
続
け
ら
れ
た
姿

は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

　

野
村
医
院
の
築
山
君
代
さ
ん

と
水
岡
直
美
さ
ん
か
ら
は
、
電

子
カ
ル
テ
導
入
に
伴
う
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
発
表
し
て

い
た
だ
い
た
。
訪
問
診
療
で
の

重
い
カ
ル
テ
の
山
は
印
象
的

で
、
今
後
の
在
宅
へ
の
導
入
に

よ
り
解
消
で
き
そ
う
で
し
た
。

電
子
カ
ル
テ
は
医
師
以
外
に
は

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、

医
師
に
は
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ

る
と
い
う
私
の
被
害
妄
想
を
少

し
打
ち
砕
く
発
表
で
し
た
。

【
た
つ
の
市　

清
水　

映
二
】

　

大
腸
が
ん
患
者
の
増
加
が
み

ら
れ
る
昨
今
、
早
期
発
見
・
診

断
に
は
大
腸
内
視
鏡
検
査
が
有

用
な
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ

る
が
、
術
前
処
置
の
身
体
へ
の

負
担
が
大
き
く
、
挿
入
時
の
苦

痛
が
あ
り
拒
否
さ
れ
る
方
も
お

ら
れ
る
と
か
。

　

そ
こ
で
和
気
利
充
（
放
射
線

技
師
）
先
生
の
発
表
は
、
大
腸

に
炭
酸
ガ
ス
を
注
入
し
て
拡
張

さ
せ
、
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ

を
用
い
て
撮
影
し
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
処
理
に
よ
り
３
次
元
の

像
や
仮
想
内
視
鏡
像
を
作
り
出

す
大
腸
Ｃ
Ｔ
（
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）
の
興

味
深
い
話
で
あ
っ
た
。
ま
だ
導

入
さ
れ
て
い
る
病
院
が
西
宮
渡

辺
病
院
の
ほ
か
に
あ
ま
り
見
あ

た
ら
な
い
と
か
。

　

そ
の
後
を
受
け
て
森
下
敬
司

先
生
が
症
例
の
画
像
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
て
く
だ
さ
り
、

特
筆
す
べ
き
は
患
者
さ
ん
に

「
楽
で
良
か
っ
た
」
と
言
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
の

話
に
、
多
く
の
病
院
で
導
入
も

し
く
は
紹
介
が
な
さ
れ
れ
ば
良

い
の
に
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

　

が
ん
な
ど
の
手
術
や
放
射
線

・
化
学
療
法
を
実
施
す
る
患
者

に
対
し
て
、
手
術
等
を
行
う
病

院
な
ど
か
ら
依
頼
を
受
け
口
腔

ケ
ア
を
実
施
す
る
の
が
周
術
期

口
腔
機
能
管
理
（
周
計
）
と
い

わ
れ
る
。
川
村
雅
之
先
生
は
、

こ
の
制
度
を
研
究
し
実
際
に
訪

問
診
療
レ
セ
プ
ト
に
上
げ
ら
れ

る
こ
と
が
す
ご
い
！　

ほ
と
ん

ど
の
歯
科
医
が
手
を
つ
け
な
い

項
目
な
の
で
あ
る
。
保
険
医
協

会
な
ら
で
は
と
思
う
。
医
科
の

先
生
か
ら
の
紹
介
状
を
ぜ
ひ
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

大
槻
榮
人
先
生
は
23
年
と
い

う
長
い
年
月
に
わ
た
り
障
害
者

歯
科
に
精
進
し
、
寄
り
添
い
、

口
腔
ケ
ア
を
職
員
に
指
導
し
、

検
診
の
み
な
ら
ず
、
気
も
遠
く

な
る
よ
う
な
治
療
に
も
挑
戦
さ

れ
て
い
る
様
子
。
す
ば
ら
し
い

発
表
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
今

後
、
こ
の
事
業
を
続
け
て
行
か

れ
る
よ
し
。
頭
の
下
が
る
思
い

で
す
。

【
三
田
市
・
歯
科　

 

福
田　

俊
明
】

の
如
し
…
」
と
も
す
れ
ば
、
マ

ン
ネ
リ
に
陥
り
や
す
い
、
内
科

慢
性
疾
患
の
外
来
診
療
に
お
い

て
、
常
に
変
化
す
る
「
無
常
」

感
と
い
う
概
念
を
重
複
さ
せ

て
、
日
常
診
療
に
喝
を
い
れ
る

も
の
と
し
て
、
自
省
を
込
め
て

興
味
深
か
っ
た
。

　

演
題
②
の
森
岡
芳
雄
先
生
の

兵
庫
県
下
の
空
気
の
汚
れ
の
調

査
報
告
は
、
汚
染
地
域
と
ス
ギ

花
粉
症
患
者
の
多
発
地
点
が
ほ

ぼ
一
致
し
て
い
た
。
ス
ギ
花
粉

症
は
花
粉
飛
散
量
の
多
い
山
間

部
よ
り
も
、
む
し
ろ
大
気
汚
染

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
舵か

じ

を
と
る

べ
き
で
あ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
の

よ
う
に
す
れ
ば
、
地
方
の
活
性

化
、
雇
用
促
進
に
つ
な
が
る
。

　

演
題
④
の
清
水
純
也
臨
床
心

理
士
に
よ
る
「
復
興
支
援
の
心

理
学
的
評
価
と
援
助
」
は
、
精

細
な
Ｍ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
法
に
よ
る
分
析

結
果
で
あ
る
が
、
検
査
項
目
が

多
岐
に
わ
た
り
問
診
に
長
時
間

を
要
し
現
行
の
保
険
医
療
制
度

で
割
に
合
い
難
い
の
を
積
極
的

に
さ
れ
た
こ
と
を
高
く
評
価
し

た
い
。

 

【
明
石
市　

永
本　

浩
】

地
帯
に
多
い
こ
と
の
傍
証

が
得
ら
れ
、
花
粉
症
は
公

害
問
題
と
も
関
連
し
て
い

る
と
確
信
し
た
。

　

演
題
③
池
内
春
樹
先
生

の
地
域
医
療
を
守
る
医
療

従
事
者
と
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
よ
る
医
療
・
農
業
な
ど

の
破
壊
で
な
く
「
地
産

4

4

・

地
消

4

4

」
と
い
う
考
え
方
が

今
後
の
日
本
の
あ
る
べ
き

姿
で
あ
る
と
思
う
。
外
国

か
ら
の
大
量
の
遺
伝
子
組

み
換
え
食
品
の
輸
入
や
、

巨
大
な
原
発
で
電
力
を
供

給
す
る
の
で
な
く
、
風

力
、
地
熱
等
々
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
、
再
生

⑨
上
田
耕
蔵
先
生
「
東
日
本
大

震
災
に
お
け
る
震
災
関
連
死
」

　

東
日
本
大
震
災
と
そ
の
後
の

環
境
悪
化
の
た
め
に
震
災
関
連

疾
患
が
急
増
す
る
。
発
症
は
急

性
で
中
等
症
以
上
が
多
く
、
数

は
救
急
車
出
動
件
数
に
比
例
す

る
。
超
急
性
期
、
急
性
期
、
慢

性
期
、
復
興
期
と
災
害
サ
イ
ク

ル
に
一
致
し
た
分
析
が
必
要
で

あ
る
。

⑩
大
原
知
樹
先
生
「
開
業
循
環

器
医
、
そ
こ
ま
で
や
っ
て
医
院

か
い
」

　

経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
と
い

う
デ
バ
イ
ス
が
進
歩
し
た
が
そ

れ
を
す
ぐ
使
え
な
い
大
学
の
医

局
の
体
質
に
疑
問
が
わ
き
、
患

者
目
線
の
カ
テ
ー
テ
ル
ク
リ
ニ

ッ
ク
を
病
院
の
前
で
開
業
し
た

実
例
を
紹
介
さ
れ
た
。

⑪
服
部
か
お
る
先
生
「『
統
合

医
療
』
と
は
な
に
か
？
」

　

医
療
現
場
で
は
、
現
代
西
洋

医
学
だ
け
で
は
対
処
で
き
な
い

と
い
う
考
え
か
ら
補
完
代
替
医

療
を
取
り
入
れ
て
、「
統
合
医

療
」
を
推
進
し
て
い
る
。
ひ
た

す
ら
「
い
い
医
療
」
を
実
現
し

た
い
。
同
感
で
あ
る
。
私
も
35

年
前
か
ら
、
西
洋
医
学
を
縦
糸

に
、
東
洋
医
学
を
横
糸
に
し

て
、
医
療
と
い
う
織
物
を
織
り

た
い
と
念
願
し
て
き
た
。
も
ち

ろ
ん
音
楽
療
法
、
運
動
療
法
、

心
理
療
法
も
必
要
で
あ
る
。

⑫
金
守
良
先
生
「
Ｃ
型
肝
炎
治

療
の
最
近
の
話
題
」

　

Ｃ
型
肝
炎
の
中
で
も
、
難
治

で
あ
る
Ｉ
型
高
ウ
イ
ル
ス
症
例

に
、
ペ
グ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

＋
リ
バ
ビ
リ
ン
＋
テ
ラ
プ
レ
ビ

ル
を
併
用
す
る
三
剤
併
用
が
保

険
で
認
可
さ
れ
24
週
間
投
与
で

著
効
率
は
70
％
を
超
え
る
と
こ

ろ
ま
で
進
歩
し
た
。
肝
臓
が
ん

に
対
し
、
頼
も
し
い
限
り
で
あ

る
。

　

以
上
、
最
先
端
医
療
や
科
学

的
な
分
析
を
述
べ
ら
れ
、
出
席

し
た
甲
斐
が
あ
っ
た
。

 

【
宝
塚
市　

中
井　

通
治
】

新
旧
抗
凝
固
剤
を
比
較

中
断
な
く
抜
歯
も
可
能

興味深い報告ずらり

最
先
端
医
療
の
前
線
か
ら

多
様
な
工
夫
と
挑
戦
に
感
服

医
院
で
の
新
し
い

　
　

取
り
組
み
を
交
流

第21回　日常診療経験交流会　参加記

患者によりそう取り組み交流患者によりそう取り組み交流

三科交流企画の講師陣。左から中村一基先生、喜多也
寸志先生、薬師寺登先生

医科・歯科・薬科医科・歯科・薬科

Ａ１分科会Ａ１分科会

Ａ３分科会Ａ３分科会

Ｂ１分科会Ｂ１分科会

Ａ２分科会Ａ２分科会

交流企画交流企画



秋の共済制度普及 好評受付中⎬
昨年度配当は63％

■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 最高５０００万円の高額保障
■ 配偶者１０００万円のセット加入あり

休業保障制度 いよいよ来年３月から募集再開です。

団体定期
生命保険 

■ ライフプランに合わせていつでも
　　増額･減額できます
■ 医師による診査はありません

協会の「休業保障制度」にご加入いただけない方や、上乗せ補償をご希望の方へ。
うつ病等の精神障害による就業不能も補償／
入院は１日目から、自宅療養は５日目から補償
／ご家族、スタッフも加入OK

１月１日加入OKいまならグループ保険グループ保険グループ保険グループ保険

所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険

２０１２年(平成２４年)１１月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１７０４号（５）

プレ企画プレ企画

　

第
21
回
日
常
診
療
経
験
交
流

会
Ｂ
２
分
科
会
に
座
長
と
し
て

参
加
い
た
し
ま
し
た
。
初
座
長

で
緊
張
い
た
し
ま
し
た
。

　

Ｂ
２
分
科
会
は
診
療
分
野
に

お
け
る
Ｉ
Ｔ
に
関
わ
る
発
表
が

主
で
し
た
。
当
日

の
天
候
、
な
ら
び

に
救
急
フ
ェ
ス
タ

と
同
時
開
催
し
て

い
た
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う

か
、
参
加
人
数
は

思
い
の
ほ
か
少
な

か
っ
た
で
す
。

　

川
村
雅
之
先
生

「
再
審
査
請
求
ソ

フ
ト
『
か
え
さ
ん

貝
ク
ン
』〜
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部

企
画
〜
」、
高
田

裕
先
生
「
診
療
所

の
Ｉ
Ｔ
化 

ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ
」、
下

山
均
先
生
「
祝
！
『
レ
セ
プ
ト

チ
ェ
ッ
ク
テ
キ
ス
ト
』
出
版
記

念
」、
森
本
愛
先
生
「
調
剤
ミ

ス
ゼ
ロ
子
」、
滝
本
桂
子
先
生

「『
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
』
は
、

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

推
進
し
た
か
？
」、
大
槻
登
氏

「
ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
手
帳
申
請

援
助
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

と
い
う
六
つ
の
報
告
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

発
表
の
先
生
方
に
は
時
間
を

守
っ
て
い
た
だ
き
、
穏
や
か
な

質
疑
応
答
で
い
い
雰
囲
気
の
中

で
進
行
し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
化
に
つ
い
て
は
、
診
療

所
で
は
診
療
請
求
と
の
関
係
で

や
む
を
得
ず
、
調
剤
薬
局
な
ど

で
は
業
務
効
率
の
向
上
か
ら
、

業
者
さ
ん
主
導
で
受
け
身
的
に

導
入
さ
れ
る
こ
と
が
ま
だ
ま
だ

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
主
体
的
に
創
意
工
夫
し
な

が
ら
楽
し
く
活
用
さ
れ
て
お
ら

れ
る
発
表
に
接
し
、
た
く
ま
し

さ
を
頂
き
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
分
野
に
関
し
て
今
後
は

も
う
少
し
時
間
を
と
っ
て
、
具

体
的
な
導
入
ノ
ウ
ハ
ウ
も
公
開

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
や
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
な
ぁ
と
感
じ
ま
し

た
。

　

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
と
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る

発
表
は
私
個
人
に
は
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
し
、
薬
剤
師

さ
ん
の
立
場
か
ら
き
ち
ん
と
日

本
の
保
険
医
療
を
守
る
訴
え
が

な
さ
れ
て
い
て
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。

 

【
東
灘
区　

森
岡　

芳
雄
】

　

昨
年
と
同
じ
よ
う
に
新
田
先

生
のApple

を
使
っ
て
の
院
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
私
の
文
書
発

行
ソ
フ
ト
の
紹
介
で
す
。
展
示

コ
ー
ナ
ー
と
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ

ナ
ー
と
い
う
組
み
合
せ
も
例
年

通
り
。

　

今
年
の
文
書
発
行
ソ
フ
ト
は

医
科
、
歯
科
、
薬
科
共
通
で
使

え
る
「
再
審
査
請
求
ソ
フ
ト
か

え
さ
ん
貝
ク
ン
」
で
す
。
例
え

ば
歯
科
で
は
、
社
保
の
保
険
者

再
審
が
毎
月
３
０
０
０
〜
５
０

０
０
件
、
国
保
が
そ
の
10
分
の

１
、
歯
科
医
院
か
ら
は
そ
の
ま

た
10
分
の
１
以
下
と
い
う
現
状

で
す
。
少
し
で
も
医
院
側
か
ら

の
再
審
査
請
求
が
増
え
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
で
作
り
ま
し

た
。
少
し
奥
ま
っ
た
部
屋
で
、

雨
天
と
い
う
悪
条
件
で
し
た
が

午
前
中
か
ら
「
お
客
さ
ん
」
は

あ
り
、
数
枚
売
れ
ま
し
た
。

　

新
田
先
生
は
「
今
年
が
最

後
」
と
言
い
つ
つ
、
毎
年
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

「iPad

、iPod

、iPhone

と

iCloud Network

」
と
「
ｉ
」

が
幾
つ
も
並
ぶ
Ｍ
ａ
ｃ
党
な
ら

で
は
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
会
場

で
の
撮
影
、
画
像
の
加
工
、
共

有
が
い
と
も
簡
単
に
で
き
て
し

ま
う
の
が
ミ
ソ
。

　

来
年
に
向
け
て
新
発
売
の

iPad m
ini

に
新
田
先
生
の
興

味
は
向
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
ｉア

イ

」
が
あ
れ
ば
年
の
差
な
ん

て
…
。

【
伊
丹
市
・
歯
科

 

川
村　

雅
之
】

　

「
あ
な
た
と
わ
た
し
の
展
示

会
」、
今
年
は
開
催
場
所
が
変

わ
っ
た
せ
い
か
、
出
展
数
が
少

な
い
よ
う
で
す
。
出
展
は
13
人

か
ら
18
点
、
院
内
新
聞
は
10
施

設
か
ら
10
点
で
し
た
。

　

圧
巻
は
福
田
俊
明
先
生
の
陶

芸
に
よ
る
三
つ
の
ラ
ン
プ
。
丸

い
陶
芸
の
中
に
色
の
変
化
す
る

電
灯
が
と
も
り
、
陶
芸
に
つ
け

ら
れ
た
外
側
の
模
様
か
ら
も
れ

る
光
が
美
し
い
。

　

自
作
の
つ
る
し
柿
も
あ
り
、

昔
を
思
い
出
し
て
懐
か
し
い
。

　

そ
の
他
写
真
、
絵
手
紙
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
。

　

ポ
ス
タ
ー
、
院

内
新
聞
コ
ー
ナ
ー

も
印
刷
が
き
れ
い

で
、
年
々
立
派
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
始
め

た
「
今
さ
ら
聞
け

な
い
、
教
え
て
」

コ
ー
ナ
ー
も
応
募

が
少
な
目
で
し
た

が
、
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

【
西
宮
市

 

大
森　

公
一
】

　

こ
の
タ
イ
ト
ル
が
意
味
し
て

い
る
も
の
、
そ
れ
は
「
ど
ん
な

心
肺
蘇
生
法
も
、
何
も
や
ら
な

い
よ
り
ま
し
で
あ
る
」
で
す
。

　

目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
場

合
、
何
も
し
な
け
れ
ば
そ
の
人

は
悪
い
転
帰
へ
と
向
か
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
れ
を
少
し
で
も
助

け
る
た
め
に
は
、
そ
の
場
で
勇

気
を
持
っ
て
心
肺
蘇
生
法
を
行

う
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
保
険
医
協

会
か
ら
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
、

私
た
ち
日
本
Ｂ
Ｌ
Ｓ
協
会
ス
タ

ッ
フ
は
、
受
講
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ん
に
そ
の
勇
気
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た

講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
専
門
的
な
教
育
を

受
け
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
と
そ
れ

以
外
の
ス
タ
ッ
フ

に
分
け
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
緊
急
時
に

行
う
べ
き
心
肺
蘇

生
法
を
実
技
中
心

に
学
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
前
回

行
わ
な
か
っ
た
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
練
習
も
取

り
入
れ
、
最
後
に

は
チ
ー
ム
み
ん
な

で
行
う
心
肺
蘇
生

法
に
も
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

受
講
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
「
あ
っ

と
い
う
間
の
１
時
間
半
だ
っ

た
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
言
葉
が
、
今
回
の

講
習
の
充
実
度
を
物
語
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。 

 

【
西
宮
市　

芦
田　

乃
介
】

　

10
月
６
日
、
日
常
診
・
プ
レ

企
画
の
救
急
フ
ェ
ス
タ
「
心
肺

蘇
生
法
実
技
講
習
会
」
が
農
業

会
館
で
開
か
れ
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
有
効
で
絶
え

間
な
い
胸
骨
圧
迫
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
、
心
停
止
傷
病
者
の

社
会
復
帰
・
傷
病
者
の
脳
に
障

害
が
生
じ
ず
歩
い
て
家
に
帰
れ

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
、
少
人

数
の
実
技
「
Ｂ
Ｌ
Ｓ
（
Ａ
Ｅ
Ｄ

含
む
）」
を
75
分
コ
ー
ス
で
開

催
し
た
。
39
医
療
機
関
か
ら
、

医
師
や
歯
科
医
師
、
看
護
師
、

歯
科
衛
生
士
ら
61
人
が
受
講
し

た
。

　

Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
西
宮
の
救
急
救
命

士
、
看
護
師
ら
14
人
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
と
い
う
陣
容
で
、

Ｂ
Ｌ
Ｓ
で
は
最
初
に
リ
ア
ル
な

デ
モ
を
行
い
、
３
〜
４
人
に
分

か
れ
て
実
習
を
行
な
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
久
々
の
講

習
で
、
忘
れ
て
い
る
手
技
が
確

認
で
き
た
」「
少
人
数
の
実
技

を
納
得
で
き
る
ま
で
で
き
て
良

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　

同
時
に
、
医
師
・
歯
科
医
師

限
定
の
「
気
管
挿
管
」
コ
ー
ス

は
、
４
体
の
挿
管
人
形
を
使
っ

て
開
催
し
た
。
高
田
耕
二
先
生

（
金
沢
病
院
）、
広
川
恵
一
先

生
（
広
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

と
、
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
西
宮
の
救
急
救

命
士
の
メ
ン
バ
ー
が
対
応
し

た
。
エ
ア
ウ
ェ
イ
ス
コ
ー
プ
も

体
験
し
な
が
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Any CPR attempt is 
better than none.

障害防ぐ心肺蘇生法
 年に一度は実習を

展示会展示会

情報ネット展示・情報ネット展示・
ランチョンセミナーランチョンセミナー
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不定愁訴とプライマリ・ケア
　不定愁訴については、医学的に明確な
定義はないが、「漠然としている複数の
症状」があって「身体的な異常との関連
がはっきりしない」ものを指すことが多
い。英語では「説明できない身体症状」
という意味で、unexplained physical 
symptomsあるいはsomatizationと表現さ
れる。
　患者の自覚する症状は身体症状がメイ
ンであり、従って精神科や心療内科より
も、プライマリ・ケアを最初に受診する
ケースが多い。

不定愁訴の診断
　不 定 愁 訴 は、unexplained physical 
symptomsという名が示すとおり、器質
的原因では説明できない症状を訴えるの
が特徴である。従って診断のアプローチ
は、本当に症状を説明できる器質的疾患
がないかを評価することと同義である。
　その評価において最も重要なのは病歴
である。不定愁訴を疑う「説明できな
い」病歴について、具体的には①解剖学
的に説明できない（例：左右にまたがる
病変、スキップする病変）、②病態生理
的に説明できない（例： 労作後呼吸困
難、食物嚥下では気にならず、ツバを飲
み込むときに気になる咽頭違和感）、③
時間経過が説明できない（例：長期にわ
たる非進行性の反復性の経過）、④一元
的に説明できない（例：複数の部位にま
たがる多彩な症状がバラバラに出現す
る）などがあり、これらの病歴が得られ
た場合は、うつ病などの精神疾患が除外
できれば、不定愁訴である可能性が高く
なる。
　ただ、プライマリ・ケア医にとって、
「器質的原因ではない」と判断するのは
容易ではない。病歴・身体所見などの臨
床情報は、感度・特異度ともに限界があ
るし、症状経過は一人ひとり異なり、多
くのバリエーションがある。特に高齢者
は、症状がはっきりしないうえに急速に

重症化することがあり、その判断はより
慎重にならざるを得ない。
　必要な検査は症状によって異なるが、
特に、病歴・身体所見のみでは正確に評
価できない項目（肝機能、腎機能、電解
質、血糖、甲状腺機能など）は、症状が
典型的でなくても一度はきちんと評価し
ておくべきである。画像検査は、必要に
応じて胸部エックス線検査、腹部超音波
検査、上下部消化管内視鏡検査、CT、
MRIなどの画像検査を行う。

不定愁訴へのアプローチ
　Somatizationに対しては、残念ながら
即効性のある薬物療法はなく、プライマ
リ・ケアの特性である継続性、包括性を
生かした息の長いアプローチが必要であ
る。以下にそのポイントについて述べ
る。
１）「やまいの歴史」を傾聴する
　患者の受診に至るまでのストーリーを
一度は最後まで全部聞く。この際、解釈
的なことや教育的なことは言わず、患者
の「やまいの歴史」をきちんと聞くこと
がポイントである。
　後述するが、不定愁訴から抜け出す鍵
を握っているのは、医療者ではなく患者
自身である。将来的に患者の「気づき」
を促すには、「この先生の話なら聞いて
みよう」という信頼関係が存在している
ことが前提であり、傾聴は、病歴把握は
もちろんのこと、治療するうえでも非常
に重要である。
２）アースする
　アースとは、電気製品にたまった電気
を地球に逃がすためのものである。不定
愁訴の治療において、医療者は、患者の
持つフラストレーションを、アースのよ
うに外に逃がす役割を担うつもりで接す
ると良い。
　このアースという言葉は、患者だけで
はなく、医療者にもフラストレーション
をため込まないことを意味する。早く治
そうとすると患者のみならず医師にもス
トレスがたまりやすいので、必要以上に

筑波大学附属病院　総合診療科　教授　　前野　哲博先生講演

一般内科における不定愁訴

る限り普段通りの日常生活を送るよう指
導する。これがうまくいけば、痛い→で
も普段通りにする→生活に支障をきたさ
ない→痛みが気にならない→痛みが弱く
なる→もっとできる、という好循環が生
まれる。
　次に、図の右側について考える。医師
にとっては器質的な原因では説明できな
いことが明らかであっても、身体に原因
があると信じている患者にそれをそのま
まぶつけても関係を悪くするだけである
し、「絶対」とは誰にもいえないので、
症状の原因については、とりあえず「棚
上げ」して、目の前の症状を改善するこ
とを当面の治療目標とすることを提案す
る。ただし、この「棚上げ」は、器質疾
患は心配しなくても大丈夫と言いきれる
だけの評価が終了していることが前提と
なることは言うまでもない。
４）心身相関への気づきを促す
　患者の頭の中に、「症状がある＝器質
的原因がある」ではない、心理的要因が
症状悪化につながっている、という思考

回路を作るように促す。これは、医師が
説得する形では意味がないので、あくま
で患者自身が気づき、心からそう思える
ように支援するスタンスで臨むことが大
切である。
５）適切な距離を保つ
　不定愁訴の患者に対しては、つかず離
れずの適切な距離を保つことが重要であ
る。基本的には２）で示した「アースす
る」関係を基本とし、左記３）４）のよ
うな治療的介入は、タイミングを見て無
理のない範囲で、医師からの押しつけで
はなく患者自身の気づきを促す形で行
う。
　患者からは、症状が改善しないことに
不満を訴えられたり、繰り返し検査する
ことを要求されたりすることがある。何
度も救急外来にかかったり、電話をかけ
てきたりすることもあるが、経過が安定
してきたらこちらで治療の枠組みを決め
（例：月１回、15分）、その範囲内で診
療するように患者と話し合っていくべき
である。

　会員の皆様にご利用
いただいています協会
提携融資制度は、みな
と銀行等７行が取り組
んでいますが、10月か
ら京都銀行が新たに加
わりました。
　ぜひご利用くださ
い。

※1000万円までは原則、担保不要
※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座は、社保・国保いずれか片方指定

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1817　融資部・田村まで

協会提携融資制度
京都銀行が加わりました京都銀行が加わりました

資金種類 利率 限度額

運転資金 1.075％ 1000万円

設備資金 1.075％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ 3000万円

融資部より

2012年11月１日現在

過去を掘り下げたり教え導いたりす
るのではなく、「見舞客のようなつ
もりで」ゆったりと自然に接する心
構えが非常に大切である。
３）「とらわれ」をはずす
　不定愁訴の患者がよく陥る思考回
路のパターンを図に示す。
　治療は、この枠組みを変えること
が目標となる。
　まず、図の左側「痛い→できない
→よけい痛くなる」の悪循環につい
ては、痛くても痛くなくても、でき

前進座・初春特別公演「赤ひげ」「雪祭五人三番叟」
2013年１月３日（木）、６日（日）、12日（土）、
13日（日）、17日（木）
◆昼の部 11時～／夜の部 16時～
会　場　京都四條　南座
特別観劇料　１等席12,500円を8,000円に

２月特別公演「おたふく物語」
2013年２月16日（土）～25日（月）　◆昼の部11時30分～／夜の部16時～
会　場　大阪日本橋　国立文楽劇場
特別観劇料　１等席8,500円を6,800円に

お申し込みは、☎078－393－1817　文化部・吉永まで

審査･指導相談日 ●12月13日（木）15時～
●協会５階会議室

※医科は事前予約制 ☎078－393－1803まで　歯科は随時 ☎078－393－1809まで
※ 「指導通知」 が届いたら、 まず保険医協会にご連絡ください。 
※ 『月刊保団連』 同封の 「保険審査相談用紙」 をご利用ください。 

日　時　12月１日（土）15時～
会　場　淡路市医師会館
テーマ　 支払基金における審査の現状と

問題点～「突合・縦覧点検」実
施後の対応～

講　師　 支払基金兵庫支部係長　南鉄雄氏

■淡路支部■

日　時　12月22日（土）14時～
会　場　尼崎市中小企業センター
テーマ　 保険医のための審査・指導・監

査対策～突合・縦覧点検にもふ
れて～（医科対象）

講　師　 協会審査対策副部長　八木　秀
満先生

■尼崎支部■

日　時　12月９日（日）14時～
会　場　神戸市産業振興センター２階
テーマ　 縦覧・突合点検実施後の審査の

現況～支払基金における審査の
現状と問題点～

講　師　 支払基金兵庫支部係長　南鉄雄氏

■神戸支部②■

日　時　12月８日（土）14時30分～
会　場　神戸市産業振興センター２階
テーマ　 指導・監査の現状と対策～日常

の留意点にもふれて～（医科対
象）

講　師　 協会審査対策副部長　八木　秀
満先生

■神戸支部①■

審査・指導問題対策勉強会のご案内審査・指導問題対策勉強会のご案内
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こんなに痛いんだから
病気があるはず！！
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調べても病気がない

調べ方が
悪い
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足りない

痛みが気になる！

痛みが強くなる

よけい

ドクターショッピング

痛みに
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図　患者の「とらわれ」

小石川養生所を取り巻く小石川養生所を取り巻く
《絆》の物語《絆》の物語


